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課題

英語

・ある状況を描写する英語を聞き、その情報を正確に聞
き取ることができている。
・日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必
要な情報を聞き取ることができている。
・「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という
言語の働きを理解し、事実と考えを区別して読むことが
できている。

・社会的な話題に関して読んだことについて、考えやそ
の理由を書くこと。
・疑問詞を用いた一般動詞の2人称単数過去形の疑問
文を正確に書くこと。
・「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼
する表現を正確に書くこと。
・日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整
理し、まとまりのある文章を書くこと。

・ある事柄が成り立つことを構想に基づいて説明するこ
と。
・条件を変えた場合、事柄が成り立たなくなった理由を
読み取ること。
・複数のデータを比較し、数学的な表現を用いて判断
の理由を説明すること。

・読み取った内容を的確にまとめることができる。
・目的や場面に応じて質問する内容を検討することがで
きる。
・事象や行為、心情を表す語句について十分に理解し、
表現できる。

・与えられた情報をその関係について理解を深めるこ
と。
・文脈に即して漢字を正しく書くこと。
・読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、
文章を整えること。

特長

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果の分析及び活用について

調査結果の分析と考察

質問紙

・基本的な生活習慣が定着している。
・自分の良さを理解している生徒が多い。
・人が困っているときは進んで助けようとする生徒が多
い。
・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある。
・外国の人と友達になったり、外国のことをもっと知りた
いと思っている。
・自分の考えをうまく伝えるよう工夫している。

伊勢原市立成瀬中学校

・問題場面における考察の対象を明確に捉えることがで
きる。
・四分位範囲の意味を概ね理解している。
・与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み
取ることができる。

国語

学校名

授業の充実に向けた重点的な取組

家庭（地域）への発信内容（協力依頼事項）
※家庭で取り組んでほしい内容や地域の方に知っておいてほしい内容

・日頃より学校の活動にご理解、ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
・「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う。」の割合が１００％になるよう、ともに協力していきましょう。
・基本的な生活習慣はほぼ定着しています。携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したこ
とを守っている生徒の割合は多いので、学校でも引き続き指導していきますが、あらためて自宅での過ごし方や学習時間の
確保について話し合っていただくようお願いします。

数学

【国語】
・文章を読んで自分の考えや相手の考えを深めていくなかで、内容を考え、そして根拠を結びつけて説明できるように設定し
ていく。
【数学】
・自分の考えを記述によって表現することが苦手な生徒が多い。そのため生徒が考えをまとめ表現できるようにしていく。
【英語】
・文法事項を正確に書くことができるように、適宜、復習の時間を設け、前時に習った文法事項の確認をしていく。
・自分の考えや理由が書けるように、レッスンのテーマごとに自分の意見やその理由、感想を書く活動を取り入れていく。適
宜、意見や理由の書き方を指導していく。

・将来の夢や目標を持つこと。
・自ら計画を立てて学習を進めようとすること。
・学校が休みの日に学習時間を確保すること。


